
軟弱地盤改良工（スラリー式機械撹拌工法）

GIコラム工法 Ground（地盤） Improvement（改良）
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沈下低減 液状化防止支持力強化 既設構造物の耐震補強

コンパクトで機動性の高い工法

はじめに

ＧＩコラム研究会



機械撹拌工法

地
盤
改
良
工
法

除去･置換

圧密排水

締固め

固結

補強

高圧噴射撹拌工法
（ｼﾞｪｯﾄｸﾞﾗｳﾄ工法）

凍結工法

薬液注入工法 浅層混合処理工法

中層混合処理工法

深層混合処理工法 GIコラム工法

3ＧＩコラム研究会

GIコラム工法の位置付け



ミキシングプラント

グラウトポンプ地盤改良施工機
( GIシリーズ )

セメントサイロ

流量計
（搭載）

発電機 水タンク

改良体

4

GIコラム工法の概要

ＧＩコラム研究会

柱状改良体
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本日の発表技術

ＧＩコラム研究会

硬質層対応GIコラム工法
（GIコラムHL工法）

NETIS登録番号 QS-210035-A

GIコラム工法
NETIS登録番号 QS-100022-VE(旧番号)

土木工事

GIコラム-S工法
建築技術性能証明書

（GBRC性能証明 第18-01号）

建築工事

③GIコラム工法のICT施工

②硬質層対応GIコラム工法
（GIコラムHL工法）

NETIS登録番号 QS-210035-A

①GIコラム工法
NETIS登録番号 QS-100022-VE(旧番号)

③GIコラム工法のICT施工

②硬質層対応GIコラム工法
（GIコラムHL工法）

NETIS登録番号 QS-210035-A

①GIコラム工法
NETIS登録番号 QS-100022-VE(旧番号)



改良径φ800～φ2000の施工が可能
最大改良長25mまで、ロッドの継切無しで施工が可能

1

小型かつ軽量で、高い機動性・施工性を有している2

組立解体費、運搬費を従来工法より大きく低減3

6ＧＩコラム研究会

GIコラム工法 QS-100022-VE(旧番号)GIコラム工法の特徴
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GI-130C

9.698m
W1※2=25t
W2※3=27t

土質 N値※1
GI-220C GI-130C GI-80C

最大
改良長

最大
改良径

最大
改良長

最大
改良径

最大
改良長

最大
改良径

粘性土
0≦N＜2

25.0m
Φ2,000

20.0m
Φ1,600

13.5m
Φ1,200

2≦N＜6 Φ1,800 Φ1,600 Φ1,200
6≦N＜8 Φ1,600 Φ1,400 Φ1,000

砂質土
2≦N＜6

25.0m
Φ2,000

20.0m
Φ1,600

13.5m
Φ1,200

6≦N＜11 Φ1,800 Φ1,400 Φ1,200
11≦N＜15 Φ1,600 Φ1,200 Φ1,000

GI-80C

8.922m
W1※2=18t
W2※3=20t

※1 粘性土または砂質土中のN値の相加平均 ※2 運搬時重量 ※3 最大改良長時重量

GI-220C

11.618m W1※2=34t
W2※3=47t

GI-130C

9.698m
W1※2=25t
W2※3=27t

ＧＩコラム研究会

GIコラム工法 QS-100022-VE(旧番号)適用範囲



項目 単位 GI-130C 三点式
地盤改良機

掘削深度 m 20 20
重量 t 27.05 93
接地圧 kN/m2 85 141
リーダー長 m 9.70 25.70
施工ヤード m2 55 500
プラント
ヤード m2 80 200

重量は30%、接地圧は60%

リーダー長単位(m)

0

5

10

15

20

25 GI-130C

三点式地盤
改良機

8ＧＩコラム研究会

GIコラム工法 QS-100022-VE(旧番号)施工機比較



① ②

③ ④

●25tトレーラーで
運搬可能

●組立解体作業が
不要

9ＧＩコラム研究会

GIコラム工法 QS-100022-VE(旧番号)コンパクトな施工機械によるメリット



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

GIコラム工法

機械搬入・組立

φ1600 / 19.0m / 100本 改良体築造

機械解体・搬出

従来技術

スラリー撹拌工（単軸） 機械搬入・組立

φ1600 / 19.0m / 100本

改良体築造

機械解体・搬出

項　　目 内　　容
日　　　　　　　　数

１日

１００本÷４．９８本/日≒２１日

１日

合計 ２３日

合計 ３１日

３日

３日

１００本÷４本/日≒２５日

合計 ２３日

合計 ３１日

１日

１日

３日

３日

２３日

２５日

工程が3割短縮

GIコラム工法 QS-100022-VE(旧番号)比較工程表

10



GIコラム工法 QS-100022-VE(旧番号)施工費比較

0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 20,000,000 25,000,000

従来技術

単軸式

90～110kW×1

GIコラム工法

130C

施工費比較

施工費合計（円） 共通仮設費（円） 直工費（円/100本）

経済性が3割向上

11



施工管理機器

施工操作パネル

プリンター

車体前後モニター

施工管理データを
リアルタイムで記録
パソコン不要

(座席背面に搭載)

発注者・元請管理者も
常時確認できます。

外部モニター

施工管理モニター

データ保存
USBメモリ

(産業用
USB)

12ＧＩコラム研究会

GIコラム工法 QS-100022-VE(旧番号)施工管理装置



③GIコラム工法のICT施工

②硬質層対応GIコラム工法
（GIコラムHL工法）

NETIS登録番号 QS-210035-A

①GIコラム工法
NETIS登録番号 QS-100022-VE(旧番号)

13ＧＩコラム研究会

本日の発表技術



GIコラム工法（旧登録番号 QS-100022-VE）の特徴
●改良径φ800～φ2000の施工が可能
●最大改良長25mまで、ロッドの継ぎ切り無しで施工が可能
●小型かつ軽量で、高い機動性・施工性を有している
●組立解体費、運搬費を従来工法より大きく低減している
●ICT施工への対応が可能

NETIS登録番号 QS-210035-A

硬質層対応撹拌翼の装着により、硬質層への対応が可能

NEW

14ＧＩコラム研究会

GIコラムHL工法 QS-210035-AGIコラムHL工法の特徴



①硬質層での先行掘り
②大型機の使用

中間硬質層

硬質層
着底層

不要
15

※国土交通省 土木工事標準積算基準書、協会積算資料より作成

ＧＩコラム研究会

GIコラムHL工法 QS-210035-A工期短縮・経済性の向上



上爪

削孔用ビット
テーパー加工

従来の撹拌翼硬質層対応撹拌翼
16ＧＩコラム研究会

GIコラムHL工法 QS-210035-A硬質層対応撹拌翼の特徴



N＜8

N<15
N<10

N<30

0

5

10

15
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35

粘性土 砂質土

適
用

N
値

土質別適用N値

GIコラム GIコラムHL

17ＧＩコラム研究会

GIコラムHL工法 QS-210035-A適用範囲の拡大



③GIコラム工法のICT施工

②硬質層対応GIコラム工法
（GIコラムHL工法）

NETIS登録番号 QS-210035-A

①GIコラム工法
NETIS登録番号 QS-100022-VE(旧番号)

18ＧＩコラム研究会

本日の発表技術



Y-Navi

Y-Navi 施工管理システム2020

②マシンガイダンス用データ作成
機能 (パソコン⇒クラウド)

③MGデータダウンロード
(クラウド⇒施工画面)

1.6m
22㎝

目標点

41476.87

X 41476.87
Y 41476.87

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y-Navi＿V1.0.0　　　　　　　　　　　　　2019/08/07　12：12：12

GNSS 受信機

FIX OK
:YBM工事

:A-2

衛星数

20
工事名
目標名

目標位置

計測位置 X 41476.87
Y

座標確定オートズーム 個別表示 Y-FIND

22㎝
A-2 A-1A-3

1.6m

④施工位置誘導機能

⑤施工実施
(位置誘導と同じ画面)

⑥ 3D出来高・出来形プレビュー機
能

(位置誘導、施工中と同じ画面)

⑦施工データダウンロード
(クラウド⇒パソコン)

⑧施工履歴データより帳票作成
(ICT出来形データ出力機能)

① 2次元設計データを頂く
(座標データ：X,Y)

発注者より

Y-Navi運用の流れ GIコラム工法のICT施工

19ＧＩコラム研究会



2020年10月5日 日刊建設新聞
20

施工実績
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GIコラム工法の施工事例

ヤマヨシ髙橋組(株)提供

シルトN値2～3

宮城県石巻市
馬鞍川の河川改修工事

21



GI-130C φ1.4ｍ×5.6ｍ×205本 22

GIコラム工法の施工事例

ヤマヨシ髙橋組(株)提供

上空架線に近接する施工
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従来翼 GI-130

最大トルク
71.2kN･m

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0 20 40 60 80
トルク(kN・m)

HL翼 GI-130

最大トルク
71.2kN･m
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0 20 40 60 80 100 120 140

トルク(kN・m)

HL翼 GI-220

最大トルク
120kN･m

改良体径φ1200
貫入速度0.3m/min

強風化岩層①
（ほぼ粘土化）
N値≒20程度

強風化岩層②
（固結粘土）
N値≒30程度

中風化岩層③
（固結粘土、
砂の互層）
N値30以上

GIコラム工法
GI-130C GI-130C GI-220C

GIコラムHL工法

ＧＩコラム研究会



GI-220C φ2.0ｍ×20.39ｍ×157本、φ1.2m×19.39m×14本 24

高速道路の盛土下の地盤改良

GIコラム工法のICT施工事例



精度確認試験立会状況 杭芯ズレ±1cm未満
（基準±10cm以内）

杭芯セット完了

25

GIコラム工法のICT施工事例精度確認試験状況

ＧＩコラム研究会



3D出来高・出来形プレビューマシンガイダンス用データ

全体改良範囲図 杭芯位置管理表
26



・硬質層対応撹拌翼を装着することでより硬質な層への
施工が可能

・一般的な対応策「大型機の使用」「先行掘り」が不要
なので経済性に優れる

・コンパクトな小型機で、機械損料が安価
・組立解体費、運搬費の低減
・高性能な施工管理装置を装備し高い品質管理ができる

・ICT地盤改良工に求められるトータルな対応が可能
・地盤改良機メーカーが開発したシステムなので柔軟
な対応が可能

研究会員数：69社、機械台数：170台超、施工実績は1500件以上

②硬質層対応GIコラム工法
（GIコラムHL工法）

NETIS登録番号 QS-210035-A

①GIコラム工法
NETIS登録番号 QS-100022-VE(旧番号)

③GIコラム工法のICT施工

27ＧＩコラム研究会

まとめ



ご来場、お待ちしております。

屋内展示場
ＧＩコラム研究会ブース

A-69

ブース展示のご案内

ＧＩコラム研究会 28



会社名：GIコラム研究会
（事務局 株式会社ワイビーエムサービス）

住 所：〒847-0031 佐賀県唐津市原1297番地
T  E  L：0955-77-6511
F  A  X：0955-77-1901
E-MAIL：gic-info@ybm.jp
U  R  L：https://www.gi-column.jp/

ＧＩコラム研究会

技術の問い合わせ先

29
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